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昨
年
十
一
一月
着
工
し
た
上
水
 
時
会
議
で
こ
れ
を
可
決
し
た
の

道
拡
張
工
事
は

（
岩
木川
表
流
 
で
、
い
よ
く
三

井
建
設
株
式
 

7
、
 
選
挙
区
 
人
 
口
 
議
員

数
 
勢
の

変
動
は
、
数
多
く
の
生
活
 
を
受
け
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
 

釦
 
け
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、
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」
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九
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一
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補
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選
挙
人
名
簿
 
一
 

藤
烏
m
い
碑
揚
濃
総
婆
婆
琉
控
噴
 

軸
 
〉
 
栄
 
地
 
叫
 
三
、

ニ
八
一
人
 

三
人
 
現
に
生

活
保
護
法
に
よ
つ
て
保
 
活
線
上
に
あ
る
所
謂
ポ
ー
ダ

ー
 

嘱
 
ク
 
中
川
 
地
区
 
三
、

四
五
九
人
 
三
人
 
護
を
う

け
て
い
る
五
所
岬
原
市
 
ラ
イ
ン
階
層
の
人

A
と
推
計
さ
 

姻
「
「一
矧
町
欧
 
ー
マm一
寿
ん
 

吏
 

影
識

「
「疑
釘

影
気
辱

。
割
人
割
誉
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長
橋
地

区
 
四
、

一
大
四
人
 

三
人
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毘
沙
門
地
区
 

一
二
大
七
人
 

一
区

日
三
吊
ル
引
也
‘
 
一
三
、
丘
ヒ
、
、
 
『

一
、
 
困

窮
者
を
出
す
に
至
つ
て
お
り
 
の
被
保
護
者
と
メ

v
ス
レ
の
生

旧
五
両

m
川
地
区
 
一
三
、
五
七
八
人
 
「

一
人
 
困

窮
者
を
出
す
に
至
つ
て
お
り
 
の
被
保
護
者
と
メ

v
ス
レ
の
生
 

済
事
情
も
あ
り
ま
し
よ
う
が

一
‘
二
納
税

貯
蓄
組
合
を
作
る
に

般
家
庭
で
は
、
納
期
の
た
び
ご
 
は
組

合
員
拾
名
以
上
あ
れ
ば

と
に
き
ち
ん
く
と
納
め

る
こ
 
よ

い
の
で
す
。
 

と
は
な
加
く
困

難
か
こ
と
だ
 
て
組
合

を
作
る
と
設
立
奨
励

と
思
わ
れ
ま
す

o
 

費
と
し
て

一
人
に
付
金
百
円

こ
れ
を
最
も
楽
く
に
納
め
る
 
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
 

た
め
に
は
、
納
税
貯
蓄
組
合
を
 
二
組
合
員
が

組
合
を
と
う
し

結
戎
し
て
・
日
掛
け
、
月
掛
け
 
て

納
税
し
た
税
額
に
対
し
て

で
納
め
る
よ
う
に
す
れ
ば
納
税
 
百
分
の

ー
ー
を
組合
事
務
費
と
 

。
五
所
川
原
管
内
 

仏
様
を
供
養
す
る
孟
闘
盆
会

一
三
町
内
、
職
域
組
合
四
 
は
暑
し
て
お
盆
と
も
い
つ
て
、
 

。
飯
詰
管
内
 

二
部
落
 
印
度
か
ら
支
那
を
経
て
日
本
へ
 

。
三
好
管
内
 

一
部
落
 
渡
つ
て
来
た
行
事
で
、
わ
が
日
 

。
長
橋
管
内
 

一
〇
部
落

本
で
始
め
て
公
式
に
之
叱
行
う
 

。
栄
管
内
 

一
部
落
 事
に
な
つ
た
の
は
、
四
十
五
代

組
合
総
員
 

一
、三
一
一
人
 
聖
武
天
皇
天
平
宝
字
五
年
で
あ

未
だ
納
税
貯
蓄
組
合
を
組
織
 
る
か
ら
、
ザ
ツ
ト
千
二
百
年
前

し
て
い
な
い
町
内
，
部
落
が
沢
 
で
あ
り
ま
す
。
孟
蘭
盆
会
と
盆
 

挙
 

納
税
思
想
が
今
日
の
よ
う
に

普
及
さ
れ
で
い
な
い
時
代
は
、
 

税
金
と
い
え
ば
生

々
に
し
て
，
 

た

r
と
ら

n
、
無
駄
使
い
さ
れ

る
も
刀
だ
と
云
（
誤
つ
た
考
え

万
を
も
つ
て
居
つ
た
人
が
あ
つ

に
よ
う
で
す
が
，
現
在
で
は
、
 

納
税
ょ
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
 

こ

D
税
金
が
な
け
れ
ぱ
、
国
家

は
勿
輸
地
方
自
治
体
は
な
り
た
 

・

な
い
こ
と
は
良
く
認
識
さ
れ

て
暑
り
ま
す
が
、
い
ざ
納
税
と

い
う
ニ
と
に
な
れ
ぱ
、
あ
ん
ま

り
戎
積
は
か
ん
ぱ
し
く
な
い
よ

う
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
各
自
の
色

A
な
経
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

現
在
、
市
内
で
設
立
さ
れ
て

い
る
組
合
は
左
の
通
り
三
十
二

あ
り
ま
す
が
ま
だ
ノ
‘
、た
り
ま

せ
ん
』
 

昨
今
の
金
詰
り
で

一
般
市
民

か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
公
益
質

屋
へ
市
営
）
設
置
に
つ
い
て
今

春
来
市
当
局
で
計
画
を
急
い
で

居
り
ま
し
た
が
、
資
金
其
他
の

関
係
で
延
引
．
こ
ん
ど
こ
れ
等

の
見
通
し
が
つ
い
た
の
で
、
子

算
五
大
三
万
四
千
円
で
設
置
す
 

の
文
宇
が
つ
く
の
は
、
い
ろ
い

ろ
な
珍
ら
し
い
物
を
お
盆
に
入

れ
，
山
隊
へ
上
げ
る
の
で
、
お

盆
と
称
し
た
の
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
 

お
盆
に
は
先
祖
代
々
の
仏
様

が
お
揃
い
で
お
田
に
な
る
と
い

う
の
で
、
此
の
珍
客
を
歓
迎
す

ぺ
く
、
特
に
精
霊
極
と
い
う
棚
 
 

と
も
あ
り
ま
す
。
 

市
役
所
税
務
課
で
は
納
税
貯

蓄
組
合
設
立
の
揚
合

に
は
何
時

で
も
御
相
談
に
参
り
ま
す

か
ら

御
遠
慮
な
く
御
連
絡
下
さ
い
。
 

る
こ
と
に
な
り
目
下
立
案
を
進

め
て
い
る
。
 

予
算
の
内
訳
は
、
敷
地
買
収

費
五

O
万
円
、
建
物
建
築
費
一
一

六
三
万
四
千
円
、
運
転
資
金
二

〇
〇
万
円
、
諸
費
五
。
万
円
で

あ
る
。
 

公
益
質
屋
設
置
に
つ
い
て
、
 

コ
を
設
け
、
い
ろ
‘く
な
お

花

や
果
物
を
以
て
棚
コ
を
飾
り
、
 

カ
ツ
ミ
 
（
方
甘
ガヅ
ギ
）
 
で編

ん
だ
新
し
い
菰
を
敷
き
、
お
膳

代
り
に
蓮
の
葉
を
据
え
て
、
お

い
し
い
食
ぺ
物
を
お
ぼ
ん
に

A
 

れ
て
供
え
、
タ
方
に
は
「
オ
ヂ

ナ
 （
爺
）
 オ
パ
ナ
（
婆
）
足
元

の
明
り
に
、
お
茶
コ
呑
む
に
ご

ざ
れ
（
お
出
で
）
と
申
し
な
が

ら
樺
の
皮
で
迎
火
を
焚
き
、
十

三
日
か
ら
十
六
日
迄
四
日
間
、
 

さ
ま
‘
、
な
御
馳
走
を
こ
し
ら

え
て
歓
待
し
、
十
大
日
の
タ
方

に
は
送
火
を
焚
き
、
い
ろ
‘I、
‘
 
 

水
利
用
）
既
定
方
針
通
り
工
事

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
工

事
が
進
む
に
つ
れ
地
盤
が
悪
く

遂
に
工
事
を
一
時
中
止
の
や
む

な
き
に
至
り
、
こ
れ
が
対
策
に

つ
い

t
、
先
日
、
日
本
水
道
界

の
権
威
者
東
京
都
水
道
局
、
金

町
工
事

A
務
所
長
、
洩
野
忠
雄

技
師
を
招
へ
い
、
実
地
調
査
を

依
頼
、
こ
の
調
査
に
も
と
づ
い

て
建
設
省
と
協
議
の
上
設
計
の

一
部
を
変
更
、
去
る
十
日
の
臨

・
 

な
お
土
産
物
を
ド
ツ
サ
り
馬
コ

や
ぺ
ご

コ
 
（
牛
）
 
に
つ
け
て
川

へ
流
し
て
や
る
の
で
あ
つ
た
が

今
は
十
大
日
の
朝
に
流
す
よ
う

に
な
つ
た
。
 

ぼ
ん
中
は
親
子
兄
弟
、
孫
、
 

曽
孫
、
玄
孫
の
果
て
ま
で
も
寄

り
集
ま
り
、
仏
様
達
が
皆
お
出

で
に
な
つ
た
の
は
面
白
い
と
い

つ
て
棚
コ
の
前
で
踊
つ
た
も
の

で
、
仏
様
達
は
之
を
眺
め
て
「
 

一
家
一
族
皆
和
合
し
て
睦
し
く

暮
し
て
居
る
な

7
」
 
とた
い
そ

う
喜
ん
で
お
需
り
に
な
る
そ
，
 

で
あ
る
。
 
 

会
社
の
手
で
突
貫
工
事
に
着
手

し
今
年
末
ま
で
に
完
成
の
予
定

で
あ
る
。
 

尚
、
全
工
事
の
請
負
者
側
の

三
井
建
設
株
式
会
社
々
長
花
井

頼
三
氏
、
青
木
土
木
課
長
、
布

施
、
宇
津
木
水
道
部
技
師
等
が

来
五
し
工
事
現
場
を
調
査
施
エ

に
万
全
の
対
策
を
構
じ
た
。
 

世
帯
更
生

運
動
 

強

調
月
間

に
つ
い
て
，
 

最
近
に
於
け
る
社
会
経
済
状
 

所
が
段

A
子
供
や
孫
、
曽
孫

共
は
多
く
な
り
、
と
て
も
仏
前

に
於
て
踊
る
事
が
出
来
な
く
な

り
ま
し
た

P
そ
こ
で
村
中
合
同

で
十
文
字
ル
於
て
踊
る
事
に
な

つ
た
が
、
そ
こ
で
も
狭
く
な
る

と
野
原
の
広
場

c
踊
つ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
踊
る
場
所
の
な

い
村
も
参
加
し
、
又
隣
近
所
の

小
さ
い
部
落
で
は
自
分
の
村
だ

け
で
は
踊
が
小
さ
く
て
面
白
く

な
い
と
い
う
理
由
で
是
れ
も
加

わ
り
、
踊
は
益

A
大
き
く
な
る

之
を
昔
は
ぼ
ん
踊
と
言
わ
ず
に

歌
垣
と
言
つ
た

c
歌
垣
と
は
沢
 

調

整
 
に
 
つ
 い
 
て

一
 

難
（「
慧
襲難
灘
難
一
 

融
縄
詰
散
離
穀
糠
誘
・
「選
挙
管理一
 

肥
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
  ＠
 

一
 一

 

伽

剥
知
『

さ
い
 

一
 
五
所

川

原
市

選
挙

管

理
委

員

曾
 

山
の
踊
り
子
が
集
り
、
人
で
輪
 
〇
人
に
及
ん
で
い
る
。
 

の
垣
を
造
つ
て
歌
う
所
と
い
う
 

こ
れ
ら
の
貧
困
階
層
に
あ
る

義
で
あ
る
。
釈
日
本
紀
に
「
男
 
人

A
に
対
し
て
、
適
切
な
生
活

女
果
つ
て
唄
を
歌
い
結
婚
を
契
 
の
指
導
と
援
助
を
与
え
、
自
ら

る
所
で
あ
る
」
と
あ
る
如
く
，
 
進
ん
で
更
生
の
途
を
開
く
よ
う

年
頃
の
男
女
青
年
を
持
つ
て
い
 
な
施
策
を
講
ず
る
事
は
、
現
下

る
親
達
や
重
な
る
親
類
の
人
も
 
の
急
務
で
あ
る
と
共
に
，
社
会

打
ち
揃
つ
て
見
物
に
出
か
け
、
 
福
祉
事
業
に
課
せ
ら
れ
た
重
大

塚
や
聾
を
選
む
場
所
で
も
あ
つ
 
な
任
務
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
 

た
。
 

ら
な
い
。
 

わ
が
津
軽
に
於
て
始
め
て
ぽ
 

近
年
来
民
生
委
員
を
中
心
に

ん
踊
を
踊
る
よ
う
に
な
つ
た
の
 
地
方
社
会
福
祉
協
議
会
の
自
主

は
、
四
代
藩
主
信
政
公
明
歴
三
 
的
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た

年

（
三
百
年
前
）
 
か
らだ
と
郷
 
世
帯
更
生
運
動
は
、
 一
に
こ
の

土
史
に
見
え
て
い
る
。
 
以
上
 
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
に
外
 
 

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の

効
果
を
よ
り
大
な
ら
し
む
る
た

め
に
こ
の
運
動
の
強
調
月
間
を

設
け
て
、
運
動
体
制
の
整
備
強

化
を
図
る
こ
と
を
厚
生
省
よ
り

指
示
が
あ
つ
た
の
で
、
本
市
に

於
て
も
之
に
呼
応
し
広
く
市
民

一
般
に
呼
び
か
け
て
モ
の
協
力

を
得
、
こ
の
運
動
が
よ
り
活
登

に
履
開
さ
れ
そ
の
効
果
が
十
分

に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
民
生
委
員

各
位
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る

尚
、
こ
の
運
動
は
被
保
護
者

及
び
《
ー
ダ

ー
ラ
イ
ン
階
層
の

今
少
し
の
指
導
と
援
助
に
よ
り

立
派
に
更
生
し
得
る
も
の
を
対

象
と
し
て
選
び
、
更
生
指
導
計

画
を
樹
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

毘
沙
門

出
張
所
 

h
難
舞
W
一
一
 

」
譲
醜
難
船
麟
”
工
 

揚
費
用
及
び
救
済
費
に
充
こ
る

た
め
国
が
後
日
返
す
と
テ
う
条
 

外
「

法
 

 
一
 

襲
誇
？
「」
」懲
，
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

一
一
 

が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

報
 

広
 

市
 

原
 

川
 

所
 

五
 

日
 

に
J
 

ロガロ
U
 

年
 

(U
 

(
‘
〕
 

日
 

工
十
 

昭
 

税
金
 

を
 
楽
 
に
 
納
 
め
 
る
運

動
 

納
税
貯
蓄
組
合
か
作
ろ

う
 

税
金
は
日
掛
け
月
掛
け
で
楽
に
 

山
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
町
内
、
 

部
落
の
方
々
は
税
金
を
楽
に
納

め
て
い
る
か
と
い
う
と
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
 

一
回
に
税
金
を
納
め
よ
う
と

す
る
と
色
々
な
困
難
が
と
も
な

い
ま
す
か
ら
前
に
も
申
し
た
通

り
、
日
掛
け
、
月
掛
け
の
納
税

貯
蓄
組
合
に
加
入
す
る
か
、
結

成
し
て
遂
次
納
め
る
よ
う
に
す

れ
ば
滞
納
す
る
こ
と
‘
な
く
楽

に
完
納
が
で
き
ま
す
。
 

市
役
所
で
は
納
税
貯
蓄
組
合

に
対
し
て
色
々
な
恩
典
を
与
え

て
居
り
ま
す
か
ら
挙
つ
て
組
合

を
組
織
し
て
下
さ
い
。
 

三
井
建
設

で
績
工
 

水
道
工
事
に
明
る
い

見
通
L
 

者
も
市
役
所
も
お
た
が
い
助
か
 
ー
，
ー
…
‘
 

、
 

 

一
一
 

匡
匝
巨
匿
 

幅
 

士
 
康
 
堂
 

市乃人口動態 

(7月末日現在、 
、住民登録ニョル） 

人口認‘075 世帯6,753 
出生 71 転入 160 
死亡 60 転出‘l87 

曾
 

は
別
に
百
分
の
F
を
報
賞
金
 
氏
等
が
発
起
人
と
な
り
自
作
農

と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

貯
蓄
組
合
を
去
る
十
一
日
飯
詰

一
、
組
合
員
は
日
掛
け
、
月
掛
 
公
民
舘
に
於
て
設
立
総
会
を
開

け
で
積
立
し
ま
す
か
ら
税
金
 
い
た
、
組
合
員
は
一
三
〇
名
で

の
納
期
に
納
め
ら
れ
な
い
場
 
今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い

合
延
滞
金
を
免
除
さ
れ
る
こ
 
る
。
 

市

民

の
手

軽
な

金

融
 

公

営
質
屋
設
置
 

三
日
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
，
納
期
前
に
納
入
し
た
と
き
 
第
一
農
協
理
事
長
大
久
保
新
市
 

吾
達
の
よ
う
な
人
達
の
た
め
 

し
て
補
助
さ
れ
ま
す
。
 

最
近
、
豊
家
が
経
済
的
な
原
 
の
お
金
で
い
つ
も
頭
を
悩
ま
し
 
ら
れ
如
何
に
金
詰
り
が
深
刻
で
 
場

合
は
登
載
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
 

露
灘
織
難
灘
難
難
灘
舞
舞
難
鷺
難
難
難
 
舞
緯
繊

繊
麟
麟
撃
 

乞
交
付
さ
割
か
叱
「郵
和
勲
剖
剖
嘉
か
覇
馴
趣
髪

難
難
削
い
製
い
る0
 
1
 

縄
護
露
」
』号
ょ
い
議
員
さ
ん」
を選
ふま
 

亘
“
コ
、
一
→
巨
●
 
こ

の
補
充
選
拳
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
に
は
、
如
何
 

飯
詰
で
自
作
農
 

一
市
民
は
「
吾

の々
よ
うな
貧
に
一
日
も
早
く
開
業
して
く
れ
 
に
加
舞
如
豪
を
郵

2
1い
熱
勲
熱
）
 

貯
吐
者

組

A
ロ
訟
立
 

乏
人
は
繊
か

一
千
円
か
二
千
円
 
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
語
 
者

が
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
告
に
お
出
に
な
ら
な
い
 一
 

一
 

一
 

一
 

ー
…
・
 
る
と
、そ
の
総
数
約

一
〇
、O
o
 一

 

鶏
議
贈
捺
准
漕

浅

二
運
一
麹
瓢
報
 

、
 昭
和

三

十

年
八

月
二
十

五
日

迄
に

満

一
 
舎
は
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
の
で
 
い
ら
費
し
と
方
か
末
だ
手
売
を

二
十
才

に
達
し

た
人
 

（
昭

和
十

年
八
一
 

こ
れ
が
嘱
成
は
は
去
る
二
日
叫
 
き
れ
て
な
い
方
は
市
役
所
山
生

片

二
十

五
日

以
前
に
生
れ

た
人
）
 

一
 
崎
市
長
初
め
闘
係
者
多
数
●
列

課
に
お
出
で
下
か
い
、
市
役
〒
 

、

昭
和

三
十

年
八
劃

」
七

か

m
迄
に

引
一
 
の

注
喫

繰
湾
染

い

、

t

課
で
は
諸
用
紙
を
準
、
 

鵠
籍
講
讐
る
こと
三
ケ月
一
譲
器
簿
割
割

誕
競
籍
 

併
」「
鋳
翫
「
騒
纏
」m
港
限

り
再
び
確
認
請
求
 

乱
霊
盤
「
騒
加
隷
七撒
濡
「
山
 

沙
門

出
張
所
 

と
こ
ろ
が
こ

e
度
法
律
の

「
一

慮
 

舎
 
落
 
成
 
部
改
正
が

あ
り
昭
和
三
十
年
七
 

．島“ 

、
 昭
和

二
十

九
年
九

月
十

五

日
郵
慈

の
 

「
ー
 ー

i
ー
ー
d
dミ

ー

ー
ー

i
ー
・
1
4
 

撲
壕
詮
窪
m
碧
猪
仁
一
一本年
紐
鰍
知
加

齢
凱
 

‘
一
H
H
月
シ
戸
」
目
か

H
達

1
「
ョ
J
一
 
一
米
の
生
産

者

は

こ
ぞ

つ
て
像

約
を
研

整
し

た
稲

充

名

簿
に

脱

落
し

て
い
る
人
一
 

に
に
」
‘

柳
敬

馴
ト
「
ノ
ー

予
市
，
‘

,
 

名

簿
に

記
載

さ
れ

て

あ
つ

て

も
選
挙

・
 
！
 
全
 
・
 
国
‘

二
、
ii五
0
万
石
以
上
で
あ
 

フ

t
ー
、
 
‘
一
1
【
；
一！
」一
こ
・
、
 l
、

L
一
 
一
 
青
 
森
 
県
 

五
大
万
石
以
上
で
あ
 

「
漕
屠
市
に
居
唯
せ
ず他
の市
一
一
静
喉
叡

ー
エ
ハ
鉄
韻
砕
嘱
 

神
 

E
 一
曽
四
、
C
」
」
円
 
代
 
「一重
鶴
（
一
鶴
当
〕
九C
円
 

獲

m
あ
b
ま
せん
か
ら寿
島

一
一ち
覧
い
一駒
ョ
噂
吃
象
飢8
1節
 

一鷲

一
」
箕
、

」「
臨
驚
一
携
鰭
 

に

ン
油
戸
媛
込
に
晒
』
喰
嵩
裾

唖
逢
円
 

一
 
る
農

家

を
優
遇
す

る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
 

一
難麟
議
象
舞
麟
難
二
 

】
、
『
，
象
勺
J奄
切
ヘ
ノ
「
、Aリ
こ
」
コ
ヘ
ノ
‘・
γ」
 

（ー
）
一
石当
り
一
8
円
の
予
約
価
格
差
ザ
っ
く
こ
？
‘な
・
・Lた
 
一
 

(
2）
子
約
し
た
数
量
に
つ
い
て
は
石
当
り
一
、●
00円
程
度
最
一

一
 

業
所
得
か
ら
基
礎
控
除
を
さ
れ
る
子
定
で
あ
り
ま
す
 

・

（0）
」
別
噴
金
の
顎
も
き
ま
り

ま
し
た
 

』
 

一
石
当
り
」
、
〇
〇

O
円
以
内
で
あ
り
ま
す
 

・

一
 
0
予
約
申
込
は
八
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
つ
て
い
ま
す
 

F
嚢
 

】
 

よ
5
，、
《
、
aー
？
、
目
玉J（」
旺
？司
●
十
つ血
賃
‘
中
」

‘r一ー
・
つ
L
'/
.
 

一
 

な
る
パ
ズ

4
く
●
込
し
て
無
利
子
の
前
渡
金
を
も
ら

フ
か
、
 

う
に
し
て
下
さ
い
 

．、
 

一
っ
耕
認
駿
需
諜
委
員
会
又
は農
業協
同組
合
指
定
一
 

課
篇
雛
鄭
獲
纏
競
雛
禦
 

~“" 



◇
◆
◇
◆◇
◆
◇
◆◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
。
 

加
 お
し

や
れ
告

知
板
『
 

◇
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
 

◇
 

。
 

m
 

凱
 

第
 

報
 

広
 

市
 

原
 

川 

院
長
先
生
に
同
行
を
依
頼
し
た
《，高
気
庄
の
影
轡
で
頻
発
し
た
早

け
れ
共
差
支
が
あ
つ
た
の
で
、
 
期
台
風
も
西
に
そ
れ
霊

一
つ
な

市
役
所
報
導
関
係
で
長
谷
部
君

し
真

夏
の
太
陽
に
、
冷
害
を
吹

東
奥
日
報
社
木
村
君
、
市
福
祉
 
き
払
ふ
徴
風
は
、

一
陣
千
里
め

事
務
所
長
の
自
分
と
妻
、
野
藤
 
津
軽
平
野
の
稲
田
を
わ
た
る
中

君
、
須
郷
君
の
総
勢
十
大
名
の
 
を
、
パ
ュ
は
コ
 
ンク
リ
ー
ト
の
 

一
行
と
な
つ
た
。
 

舗
装
路
の
上
を
快
く
進
ん
で
．
 

風
薫

る
島

原
 
津
軽

林
檎
の
果
樹
園
の
真
只
中

は

る
け
し

草
千
里
 
を

一
路
弘
前
に
着
く
、
駅
前
で
 

前
日
気づ
かわ
れ
た
天
候
も
鯛
幾
議
貌
破
博
 

性

民

”
豆
鈴
に
 
一
時

頃
百
沢
岩
木
神
社
前
に
下
 

つ
い
て
お
願
い
 
墜
m
 …
弾

m号
）
 

畿木篇 
の山害 

監項こ 

と征 

諾月艮 

'
  

喫
煙
は
指
定
場
所
で
行
い
 
三
、
玄
陽
前
、
非
常
出
口
の
外
 
び
に
映
画
会
を
開
催
し
た
と
こ
 

ま
し
よ
う
。
 

部
に
自
転
車
を
並
行
さ
せ
 
ろ
、
参
会
者
母
子
共
に
三
百
名
 

」
、
非
常
出
口
を
完
備
し
避
難
 

避
難
の
阻
害
す
る
こ
と
の
 
を
越
え
、
接
待
の
お
菓
子
を
喰

上
支
障
の
な
い
上
う
に
し
 
な

い
よ
う
常
に
通
路
を
あ
 
べ
な
が
ら
映
画
を
観
覧
し
半
日

て
置
き
ま
し
よ
う
。
 

け
て
置
き
ま
し
ょ
う
、
 

を
楽
し
く
和
気
あ
い
ノ
、
裡
に
 

一
母
子
家

庭
を
 

明
る
く
す
る
運

動
 

圏
圏
圏
圏
圏
圏
圏
圏
 

今
年
は
福
祉
法
施
行
五
週
年

を
迎
え
た
の
で
、
全
国
的
に
福

祉
法
適
用
者
を
対
照
と
し
て
色
 

A
な
行
事
が
あ
つ
た
。
 

五
所
川
原
市
で
も
五
月
ニ
十

日
に
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
を

開
催
し
て
、
立
派
に
更
生
の
生

活
を
営
ん
で
い
る
人
A
を
表
彰

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
県

大
会
で
既
に
当
市
か
ら
全
県
下

十
名
の
中
二
名
の
名
誉
あ
る
厚

生
大
臣
か
ら
の
表
彰
者
が
あ
つ

た
の
で
、
合
計
十
一
一
名表
彰
と

い
う
次
第
で
、
五
所
川
原
市
身

体
障
害
者
福
社
が
他
の
そ
れ
よ

り
断
然
優
良
な
成
績
を
示
し
て

い
る
も
の
で
、
如
何
に
団
結
と

活
動
が
活
農
で
あ

つ
た
か
と
い

ふ
証
擁
で
‘
あ
る
が
、
そ
の
大

会
で
体
験
発
表
の
折
義
足
で
岩

木
登
山
を
敢
行
し
た
三
上
君
か

ら
身
体
障
害
者
の
岩
木
登
山
を

し
た
ら
ど
う
か
、
と
提
議
が
あ

り
全
員
こ
れ
に
賛
成
し
た
の
で

津
軽
地
方
例
年
の
行
亭
で
豊
作

祈
願
の
お
山
参
詣
が
始
ま
ら
な

い
前
の
七
月
下
旬
決
行
の
準
備

が
進
ら
れ
、
 七
月
一
一
十
七
日
出

発
鰍
温
泉
一
泊
ニ
十
八
日
登
山

所
 同
日

一
泊
し
て
ニ
十
九
日
帰
着

の
日
程
が
決
定
さ
れ
声
加
予
定

者
は
十
七
名
と
い
う
事
に
な
つ

た
の
で
あ
る
。
 

無
謀
の
計
書
と
 

批

難

さ
れ
て

も

ア
ノ
リ
カ
の
（
ワ
ー
ド

・
ラ

ヌ
ク
は
身
体
障
害
者
更
生
事
業

の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で

は
世
界
的
に
有
名
で
彼
は
更
生

事
業
で
取
扱
つ
た
入
A
の
中
そ

の
三
分
の
二
を
職
場
に
つ
か
せ

今
迄
人
の
世
話
に
な
つ
て
生
活

し
て
い
た
者
が
、
立
派
に
税
金

を
払
つ
て
自
活
を
し
て
い
る
と

い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
障

皆
者
自
身
に
と
つ
で
も
誇
り
を

持
ち
得
る
こ
と
で
も
あ
り
、
又

彼
等
が
特
殊
技
能
を
生
か
し
て

再
び
生
産
に
掛
身
す
る
と
い
ふ

事
は
国
家
的
と
い
う
女
宇
が
い

け
な
け
れ
ば
そ
の
地
城
社
会
に

於
け
る
正
に
人
的
資
源
の
活
用

て
た
つ
て
福
祉
社
会
の
理
想
に
 

」
『
J或
す
る

の
で
あ
る

か
ら
 

」
1
‘
つ
‘j
久
以
上

と
見
ら
れ
る
 

（
福
祉
法適
用
者
四
十
ェ
》
方人
 

）
身
体
障
害
者
に
与
へ
る
影
響

を
考
え
て
見
れ
ば
、
こ
れ
は
決

し
て
つ
ま
ら
な
い
企
て
で
は
な

く
人
間
は

「
ど
ん
な
に
手
や
足

に
故
障
が
あ
つ
て
も
残
つ
た
都

分
を
使
つ
て
何
で
も
す
る
事
が

出
来
る
」
絶
望
を
か
な
ぐ
り
捨

て
、
 「
俺
だ
つ
て
人
並
の
仕
事

を
や
れ
る
ん
だ
」
 と
い
ふ
こ
と

を
標
高
千
七
百
メ

ー
ト

ル
に

近
い
岩
石
峨
々
た
る
霊
峰
岩
木

の
頂
上
を
征
服
す
る
快
挙
に
よ

つ
て
全
国
百
万
の
逆
境
に
泣
く
 

人
々
を
鼓
舞
激
励
す
る
意
味
に

於
て
も
各
方
面
か
ら
無
課
な
計

画
だ
と
批
難
の
声
が
出
た
が
、
 

断
呼
と
し
て
決
行
す
る
こ
と
に

な
つ
た
の
で
あ
る
。
 

健
脚
槌

腕
の
 

参
加
し

た
人

》
 

津
軽
冨
土
と
は
昔
は
女
人
禁

制
で
明
治
、
大
正
の
頃
は
勿
論

の
こ
と
昭
和
の
初
期
迄
は
信
仰

に
よ
る
霊
山
と
い
ふ
神
聖
観
念

は
根
強
い
も
の
が
あ
つ
て
堅
く

守
ら
れ
て
い
た
が
、
時
代
の
波

に
よ
つ
て
こ
の
お
き
て
も
昭
和

の
中
頃
か
ら
譲
止
さ
れ
現
在
で

は
婦
人
登
山
者
‘
相
当
数
に
上

つ
て
い
る
。
 

併
し
乍
ら
伝
統
的
に
信
仰
の

対
照
と
し
て
神
棋
的
観
‘
，
」
相

当
な
も
の
で
、
義
足
で
登
る
鶴

谷
君
は
出
発
前
三
日
間
水
ゴ
リ
ー
 

を
取
”
て
身
を
浄
め
万
全
を
期

一
 
 

し
た
と
い
つ
て
居
た
。
 

厚
生
大
臣
の
表
彰
を
う
け
て

隻
腕
の
山
谷
会
長
と
同
じ
く
義

足
の
玉
上
君
を
始
め
と
し
て
．
 

義
足
の
藤
田
君
、
足
部
障
害
者

の
藤
田
君
並
び
に
小
学
校
五
年

生
の
息
子
小
藤
田
君
、
隻
脚
松

葉
杖
を
頼
り
で
増
田
君
の
異
色

登
畢
が
果
し
て
可
能
で
あ
る
か

と
き
憂
と
注
目
を
集
め
た
の
で

あ
つ
た
。
 

竹
谷
君
、
山
内
君
、
黒
滝
君

同
じ
く
障
害
者
須
郷
君
の
夫
人

そ
れ
に
万
全
を
期
す
る

た
め
 

森
田
先
生
並
び
に
菊
地
市
立
病
 

市
民
を
慰
安
し
て
明
日
の
業

務
に
精
励
し
て
い
た
だ
く
た
め

例
年
旧
七
月
七
日
を
中
心
に
，
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
主
催
、
 

市
役
所
後
援
で
 
「
五
所
川
原
ま

つ
り
」
が
開
催
●
れ
て
来
た
が

今
年
は
例
年
に
見
な
い
豊
作
が

予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
、
会
期

中
の
人
m
が
期
待
さ
れ
て
い
る

ム
偏
中
の
催
し
物
も
左
の
通

り
盛
沢
山
に
行
わ
れ
る
が
、
今

年
は
当
地
方
名
物
の
 
「
ネ
プ声
 

」
が
各
町
内
は
勿
論
、
各
支
所

か
ら
も
出
る
予
定
な
の
で
、
こ

れ
が
人
気
の
中
心
と
な
る
で
し

よ
う
。
 
・
 
・
 

五
所
川
原
市
の
行
政
事
務
処

理
に
当
つ
て
は
，
皆
さ
ん
の

一

人
ノ
、
に
つ
い
て
住
所
を
把
握

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

が
，
こ
れ
は
皆
さ
ん
の
届
出
が

な
け
れ
ば
実
際
上
非
常
に
困
難

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

住
民
登
録
制
度
は
地
方
自
治

の
基
礎
を
な
す
大
事
な
制
度
で

あ
り
、
住
民
票
は
市
の
住
民
で

あ
る
こ
と
の
公
正
証
書
で
あ
る

こ
と
を
認
識
せ
ら
れ
て
，
住
民

登
録
に
関
す
る
腫
々
の
届
出
を

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
必
ず
励

行
す
る
ょ
う
お
願
い
致
し
ま
す

一
・
転
入
届
 
新
し
く
市
内
に

住
所
を
定
め
た
場
合
 

一
、
転
居
届
 
市
内
で
住
所
を

変
更
し
た
場
合
 

一
、
変
更
届
 
住
所
に
移
動
な

く
世
帯
主
の
変
更
及
び
世

帯
主
と
の
続
柄
が
変
更
し

た
場
合
 

こ
の
よ
う
な
事
由
が
あ
つ
た

場
合
，
 十
四
日
以
内
に
市
役
所

及
支
所
住
民
登
録
係
へ
届
出
願

い
ま
す
 

行
事
日
程

表
 

八
月
ニ
十
日
 
（
土）
 

写
真

コ
 
ンク
ー
ル
 

ウ
チ
ワ
カ
レ
ソ
ダ
・
展
 

広
告
カ
1
ー
ー
パル
 

ミ
ュ
五
所
川
原
コ
 
ン●
，

ト
 

自
転
車
競
争
 

花
柳
流
山
車
 

移
動
演
芸
 

八
月
二
十

一
日
 （日
）
 

写
真
コ
 
ン●
ー
ル
 

ウ
チ
ワ
カ
レ
 y
ダ
ー
展
 

N
H
K
の
ど
自
漫
三
つ
の
歌
 

西
川
流
山
車
 

移
動
演
芸
 

住
 
宅
 

の
び
行
く
市
の
最
大
の
悩
み

で
あ
る
住
宅
離
解
消
に
つ
い
て

は
市
当
局
で
関
係
方
面
と
機
会

あ
る
．こ
と
に
折
衝
を
統
づ
け
て

参
つ
た
が
、
幸
ひ
さ
き
に
政
府

の
暫
定
子
算
で
決
定
し
た
第
一

種
簡
易
耐
火
住
宅
一
八
戸
（
一

一
坪
）
 
の外
、
今
回
更
に
、
政

府
の
本
子
算
で
第
一
種

（
一
一

坪
）
二
四
戸
、
第
二
種
 
（
六
坪
 

）

一
C
戸
の
割
当
が
決
定
し
た

こ
の
予
算
の
内
訳
は
、
第
一

種
四

一
一
戸
は
 一
、八
七
七
万
八

千
円
で
内
五
割
の
九
三
八
万
九

千
円
は
国
庫
補
助
，
第
二
種
一

〇
戸
は
一
一
五一
万
四
千
円
で
内

三
分
の
ニ
は
国
庫
補
助
で
あ
る

建
設
場
所
は
第
一
種
の

一
八

戸
は
練
谷
町
塵
芥
憤
却
場
跡
に

十
月
末
完
成
の
子
定
で
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

唯
 
」
懇
談
曾
 

飯
詰
支
所
主
催
の
生
活
向
上
 

八
月
一
一
十
一一
日
 
（
月
）
 

写
真
コ
 
ンタ
1
ル
 

ウ
チ
ワ
カ
レ
 
ンダ

1
展
 

津
軽
民
謡
手
踊
大
会
 

藤
間
流
山
車
 

八
月
二
十
三
日
 （
火
）
 

写
真
コ
ン
ク
！
ル
 

ウ
チ
ワ
カ
レ
ン
ダ

1
展
 

日
本
舞
踊
 

仮
装
行
列
 

中
学
校
相
撲
大
会
 

お
み
こ
し
 

八
月
二
十
四
日
 
へ水
）
 

写
真
コ
 
ンク
ー
ル
 

ウ
チ
ワ
カ
レ
 ン
ダ
1
展
 

ネ
プ
タ
運
行
 

放
楽
相
撲
 

お
み
こ
し
 

尚
ネ
プ
タ
は
ニ
十
」
、
三
日
の
 

夜
市
内
蓮
行
さ
れ
ま
す
。
 

速
消
車
の
入
魂
式
 

今
度
、
市
消
防
署
で
購
入
し

た
消
防
連
消
車
の
入
魂
式
は
去

る
三
日
消
防
署
前
で
関
係
者
多

数
参
列
の
上
挙
行
さ
れ
た
。
 

こ
の
速
消
車
は

一
〇
五
馬
力

三
、〇
〇
O
立
の
 
タ
ン
ク
つ
き

で
八
分
間
の
放
水
能
力
を
有
し

全
輪
転
導
式
の
最
優
秀
消
防
車

で
一
朝
有
事
の
際
は
充
分
に
こ

の
能
力
を
発
揮
す
る
の
で
市
民
 

か
ら
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る

…
・
…
 
：

i

…
ー

ー
 

懇
談
会
は
十
四
日
午
后
一
時
よ

り
飯
詰
公
民
舘
に
於
て
、
五
所

川
原
福
祉
事
務
所
長
小
嶋
武
雄

氏
を
囲
ん
で
生
活
向
上
に
関
す

る
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
 

協
力
し

よ

5
 

映
画
舘

の
 

火

災
像

防

八
月
十
日
か
ら
三
日
間
を
映

画
舘
の
火
災
予
防
査
察
指
導
期

間
と
定
め
県
下
一
斉
に
取
締
指

導
を
実
施
し
た
が
、
市
消
防
本

部
で
は
、
今
後
と
も
左
記
事
項

に
つ
い
て
市
民
の
協
力
を
要
望

し
て
い
る
。
 

一
、
場
内
で
の
喫
煙
は
止
め
、
 

本
県
に

於
け
る
母
 

子
福
祉
対
策
は
、

一
昨
年
母
子
 

あ
る
が
、
 し
か
し
ま
だ
母
子
の
 

対
策
は
あ
ら
ゆ
る
面
に
於
て
問

題
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
上
新

し
い
問
題
も
子
女
成
長
に
従
い

発
生
し
つ
、
あ
る
の
で
、
こ
の

現
状
に
対
し
、
更
に

一
般
社
会

の
温
い
理
解
と
協
カ
を
求
め
、
 

母
子
の
福
畦
増
進
の
た
め
に
「
 

母
子
家
庭
を
明
る
く
す
る
運
動
 

」
が
七
月
一
日
よ
り

ー
ケ
月
間

行
わ
れ
た
。
 

本
市
に
於
て
は
、
こ
の
運
動

の

一
環
と
し
て
、
旧
長
橋
村
神

山
温
泉
に
遠
足
を
な
し
大
い
に

心
身
の
新
陳
代
謝
を
図
り
一
歩

一
歩
母
子
家
庭
を
明
る
く
す
べ

く
努
め
た
の
で
あ
る
。
 

又
七
月
ニ
十
日
午
後

一
時
よ
 
 

り
公
民
舘
に
於
て
、
講
演
会
並
 

今
後
婚
姻
届
に
は
、
完
納
証
明

を
添
付
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
 

（
政
令
第

×
号
ン
 

需
鷲
認
碧
議
報
一
 

r整
理
局
長
J
 
一
 
 

x
 

×
 

×
 

つ
と
め
て
、
下
水
や
便
所
を
不

潔
に
す
る
ょ
う
協
力
願
い
ま
す
 

（
蝿
蚊
総
同
盟
マ
 

×
 

×
 

×
 

台
所
の
火
の
車
に
は
、
速
消
車
 

は
出
し
ま
せ
ん
 

（
消
防
署
長
い
 
 

八
重
子
 ◇

三
好
支
所
 

渋
谷
清
輝
、
高
橋
綾
一
 

広
光
、
佐
藤
英
良
、

ー
 

幸
、
葛
西
唐
美
子
、
オ
 

川
浪
長
栄
、
 一
戸
由
美
二
 

◇
松
島
変
所
 

佐
藤
り
り
、
福
土
鯛
子
、
外
崎
 

正
子
、
工
藤
妙
子
、
高
橋
の
り
 

小
坂
喜

一
、
寺
田
憲
司
、
山
口
 

愛
子
、
佐
A
木
陽
子
、
寺
田
た
 

か
子
、
寺
田
き
み
、
荒
関
滝
江
 

小
野
鶴
子
 

C
か
な
し
み
の
部

（
死
亡
）
 

◇
五
所
川
原
 

横
山
つ
急

r
o）
、
安
田
専
蔵
 

/
P
）
、
藤
田
半
之
、
三
上
ッ
 

ル
、
鹿
内
源
十
郎
、
高
播
専
吉
 

三
上
喜
八
、
平
山
弥
十
郎

r
1
7
 

）
、
中
道
邦
男

（
8
)
 

◇
栄
支
所
 

山
内
多
市

r
7
9・
」
、エ
藤
亀
次
 

郎

r
1
5)
 

◇
長
悟
支
所
 

横
嶋
嘉
四
郎

（
7
3）
、
須
藤
す
 

じ
み

r郡

詰
支
所
 

。
中
川
支
所
 

‘
 

奈
良
啓
次
郎

‘
6
6）
、
小
田
柵
 

慶
光

r伽
一
一
好支
所
 

渡
辺
勇

一
（
3
）
、
神
秋
雄

・
 

0
）
、
乗
田
柾
吉

r
7
6〕
 

◇
松
島
支
所
 

荒
井
明

r
ー
）
、
大
田
清

c
'
 

）
、
野
呂
徳
一
 
r」
〕
 

五
 

日
 

に
J
 

月
 

8
 

年
 

(J
 

(
'J
 

ノノー
和
 

‘一
 

明日の登山に張切る一行 

（撤温泉に到着をパチリ） 

市
民

の
勢
を
ね
ぎ

ろ
う
 

五
所
川
原
ま
つ
り
 

市

の

惜
み

解
消
 
へ
 

昨
維
譲
麗
磐
醸
 

？
詠
五
一
戸
建
設
 
察
質
m拷
報

”
 

 

外崎市長臨海畢校訪間 

 

（外崎市長毎に入つて童心にかへる） 

去る＝日から八日まてのー週間、小泊中学校で五所川原中学校三年生 

五十名が前田校長指導のもとに「臨海学校」が開かれた外崎市長は大 

日、このよい子達を訪問しおみやげをおくつて激励し大いに喜ぱれたコ 

帰
宅
し
た
。
 

ー
自
轄
車
荷
車
及
び

ー
 

1
1ヤカ
ー
の

所
有
者
（
 

先
般

ょ
b
自
韓
車
、

荷
車

及
び

リ
ヤ
カ
ー
の

鑑
札

を
統

一
す
る

た
め
鑑

札
巻
替

官
施

中
で

す
が
、

こ
の
度
「

五
所
川

原
市

自
韓
車

荷
車

の
鑑
札
巻
替
並

新
規

取
付

賞
施

に
闘
す
る
規

則
」
 
が公
布
さ
れ
、

従
来

の
鑑
札
は
八

月
末

日
を
以
て

無
効
と

な

h
ま
す
か

ら
、

左
記
事

項
に

ご
留
意
の

上
一
日

も
早

く
巻
替

を
完
了

す
る

よ
う

に
し

て
下
さ
い
。
 

記
 

、
 

巻
替

並
新
規

取
付

特
別
期
間

自
八

月
ニ
十
ニ

日
 
至
八

月
二
十

七
日
 

巻
替
場
所
 

市
役
所

前
及

び
各
支
所

前
 

巻
替

料
金
 

り
 
巻
替
賢費
線
博
崎
車
、

二
o園
 

く
 

原
動

機
付
自
蒋

車
」
ハO
回
 

回
蹄
畷
柵
繊

籍

車
「
調
 

巻
替

す
る
際

に
は
未
納
税

金
を
徴

牧
し

ま
す
 

巻
替

期
間
中

は
警
察

署
の
臓

援
に

よ
り

無
鑑

札
及
び

巻
替
し

な
い

も
の

を
取
締

る
 

巻
替
し

な
い

も
の
は

ニ
千
園

以
下

の
過

料
が
科
せ
ら

れ
〉

す
 

中
 

。
よ
ろ
こ
び
の
部

（
出
生
J
 

◇
五
所
川
原
 

乳
井
隆
明
、
藤
田
と
も
子
、
大
 

田
敏
彦
、
大
田
裕
子
、
上
見
善
 

火
の
用
心
 子

、
石
戸
谷
英
子
、
其
田
紀
子
 

神
裕
子
、
木
村
弘
子
、
寺
田
盛
 

夫
、
斉
藤
公
美
子
、
飛
嶋
正
弘
 

鶴
谷
淳

一
、
三
上
順
三
，
乎
山
 

由
美
 

◇
栄
支
所
 

木
村
正
光
、
葛
西
恵
美
子
、
山
 

田
孝
幸
、
山
田
美
智
子
、
山
内
 

祥
子
 

◇
長
橋
支
所
 

長
尾
久
美
子
、
加
納
英
子
、
小
 

田
桐
政
行
、
中
川
と
き
、
斉
藤
 

静
江
、
斉
藤
登
志
子
、
片
岡
守
 

大
田
裕
子
 

◇
飯
詰
支
所
 

鳴
海
静
子
、
岩
田
良
子
、
 

正
、
油
谷
由
美
子
、
”
 

其
田
純
子
、
柴
田
百
 

◇
中
川
支
可
 

笠
井
お
（
一子
、
藤
・
 

橋
美
行
、
舘
山
ト
シ
 

静
携
知
総
 
七
す
 

  

、
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